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第
配
膳
三
ン
ク
リ
ト
や
鉄
筋
一
も
の
一
号
Ｉ
探
訪
」
↓
三
郷
市

の
検
査
』

産
川
戸
に
あ
り
ま
す
蝦
部
遮
材
協
同

こ
ん
に
ぢ
は
。
草
加
市
住
住
の
落
賦
賦
所
（
際
）
さ
ん
に
お
邪
臓
致
し

蛎
家
・
三
遊
亭
圃
雀
で
す
ｃ
今
月
の
ま
し
だ
。

昨
画
■
岬
邑
■
■
■
Ｐ
９
恥
聞
郷
同
社
峰
草
加
童
画
よ
り
八
峰
橋

潮
８
Ｊ
ユ

la

篠宮社長（顔から2人
目）と従業員の皆さん
（上）、鉄筋コンクリー
トの検査機器（下）

二
一
一
【
一
吋
》
一
一
恥
呼
申
一
二
（
｝
夕
一
一
一
一
一
］
］
一
再
〃
》
▲
一
一
層
一
一
ｂ
率
一
一
一
年
一
“
一
一
■
一
一
亘
邸
一
ｒ
》
テ
ー

が
っ
て
５
０
０
好
ぐ
ら
い
行
っ
た
右

側
に
あ
る
、
遮
塞
現
場
で
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
試
験
や
非
破
壊
検
奪
と
し
て

い
る
会
社
で
一
兆
１
９
８
４
年
（
昭

呈茶も楽しめる「漸車庵jのお休み処

草
庵
百
代
の
過
客
」
（
草

加
市
文
化
会
館
隣
接
）
内
の

「
お
休
み
処
」
が
こ
の
ほ
ど

オ
ー
プ
ン
し
た
。
顛
掴
定
名

勝
「
お
く
の
細
道
の
風
溌
地

草
加
松
原
」
周
辺
の
お
休

み
処
建
旧
日
光
街
適
沿
い

の
「
草
加
宿
神
明
庵
」
、
札

場
河
岸
公
園
の
「
草
加
信
芭

蕉
庵
」
に
続
き
３
か
所
目
・

同
施
般
は
、
木
造
平
屋
建

て
数
奇
歴
遣
り
で
、
茶
週
や

率
道
、
邦
楽
な
ど
の
日
本
文

化
関
連
の
サ
ー
ク
ル
活
皿

や
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
利
雨JIS規定の適否を試験 三

郷
・
東
部
建
材
協
同
試
験
所
（
株
）

（
て
い
ち
ゃ
）
（
５
０
０
円
）

も
梁
し
め
る
○
京
都
・
建
仁

寺
の
奮
長
・
湊
紫
堂
老
師
命

名
の
狭
山
で
初
の
抹
茶
「
明

松
（
み
よ
う
し
よ
う
こ
を

使
用
、
市
内
和
粟
子
店
の
季

節
の
上
生
菓
子
が
付
く
○

お
休
み
処
は
、
午
前
、
時

～
午
後
４
時
に
オ
ー
プ
ン
。

毎
月
第
１
水
曜
日
、
年
末
年

始
は
休
館
、
そ
の
ほ
か
臨
時

休
館
日
あ
胸
毛

八
問
い
合
わ
せ
Ｖ
草
加
市

文
化
会
館
念
０
４
８
．
９
３

１
１
ロ
ハ
諺
ｏ
Ｏ
ｏ
盗
賃
》
。

｢人々の安心な暮らし｣守る

和
調
鐸
｝
生
二
、
》
検
査
な
ど
を
し

て
い
ゑ
種
に
入
社
○
瓢
年
（
平
成

３
年
）
、
独
墓
ざ
し
て
建
蕊
現
場
で

生
コ
ン
の
硬
さ
・
空
熱
量
・
塩
分
艇

な
ど
を
検
遜
す
る
（
有
）
蝦
検
技
術
サ

ー
ビ
ス
を
開
業
。
２
０
０
２
年
（
平

成
叫
年
）
、
鉄
筋
及
び
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
定
に
適
し
て
い
る
か

検
査
を
す
る
試
験
所
と
し
て
開
難
○

同
年
に
は
、
東
京
都
よ
り
票
京
都

試
験
磯
関
登
録
書
の
瀧
定
書
を
頂

き
、
趣
圭
一
ま
の
立
場
と
な
り
、
鋪

三
者
と
し
て
基
礎
と
な
る
コ
ン
ク
リ

ー
ト
及
び
鉄
筋
の
結
合
極
査
や
圧
縮

検
壷
な
ど
を
し
て
い
ま
李
路
賦
雌
所

に
は
建
物
に
使
わ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー

ト
や
鉄
筋
の
合
否
判
定
が
出
来
る
椴

械
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
研
磨
す
る
搬

械
な
ど
６
台
あ
り
、
そ
の
月
に
よ
っ

て
違
い
は
あ
る
が
、
鉄
筋
（
１
ロ
ッ

出
繊
は
、
桂
し
ん
乃
（
前

座
）
、
春
風
率
柳
若
（
落

婚
）
、
プ
リ
ン
プ
リ
ン
（
湿

才
）
、
の
だ
ゆ
き
（
ピ
ア
ニ

カ
狸
談
）
、
三
遊
亭
圃
雀
の

篭
き
ん
。
木
戸
殿
は
前
売
り

１
５
０
０
円
（
当
日
２
０
０

０
円
）
Ｏ

八
前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
の
販

売
・
問
い
合
わ
せ
Ｖ
ア
コ
ス

ホ
ー
ル
（
念
０
４
８
．
９

２
２
．
７
０
０
５
）
、
テ

師
ル
ー
ム
・
ジ
ュ
ン
（
念
０

４
８
．
９
３
６
．
４
２
１

１
１
）
。

口
且
《
■
｜
ｒ
宛
醒
三
一
如
一
一
即
タ
』
一
戸
《
串
ご
恥
岬
醒
一
一
峠
］
》
一
口
阜
宰
■
全
一
・
”
一
』
Ｔ
一
一
』
一
ジ
ー

リ
ー
ト
（
１
ロ
ッ
ト
３
本
）
７
１
０

ロ
ッ
ト
が
一
番
厳
し
い
と
言
わ
れ
る

東
京
都
の
規
定
で
行
わ
れ
て
い
ま

手
毛

代
表
取
締
役
の
篠
宮
尉
哲
さ
ん

（
魂
）
は
「
個
人
財
溌
と
な
る
錘
・

マ
ン
シ
ョ
ン
の
基
礎
と
な
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
や
欽
筋
の
試
験
と
検
査
を
し

て
い
る
金
社
で
す
画
趣
物
の
こ
と
で

心
配
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く

だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

試
験
道
具
の
特
許
を
２
つ
持
ち
、

意
匠
登
録
醤
を
４
つ
持
つ
な
ど
、
趣

主
さ
ま
が
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
が

出
来
る
志
っ
に
検
毒
ざ
し
て
い
る
東

部
建
材
協
同
試
験
所
、
も
し
気
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
し

て
み
て
〆
曇
生
こ
い
。

◇
東
部
建
材
協
同
試
験
所

（
株
）
Ⅱ
三
郷
市
彦
川
声
１
の
妬
の

２
．
念
０
４
８
．
９
４
９
．
０
２
６

１
．
従
業
員
・
社
長
含
め
６
人
。
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ノ
》
型
三
唖
卜
の

乗
船
体
験
○
Ｋ

越
谷
・
大
相
模
調
節
池

越
谷
市
の
レ
イ
ク
タ
ウ

ン
・
大
掲
模
調
節
池
に
こ
の

ほ
ど
、
「
デ
ィ
ン
ギ
ー
パ
ー

ク
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
３

シ
ー
ズ
ン
目
。
小
型
ヨ
ッ
ト

「
ハ
ン
ザ
デ
ィ
ン
ギ
ー
」
の

乗
船
を
加
月
丞
季
で
、
毎
週

土
・
日
噸
、
祝
日
に
楽
し
め

る
。
一
般
社
団
法
人
「
越
谷

市
観
光
協
会
」
が
主
偲
し
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
セ
イ
ラ
ピ
リ

テ
ィ
越
谷
」
（
久
川
雅
大
代

表
理
噸
）
が
運
営
す
る
。

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
の
シ
ン
ボ

ル
の
大
幅
摸
調
節
池
に
乗

船
デ
ッ
キ
が
設
け
ら
れ
た

「
デ
ィ
ン
ギ
ー
パ
ー
ク
」
で

は
、
毎
週
土
・
日
噸
、
祝
日

の
午
前
加
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
、
「
ハ
ン
ザ
デ
ィ
ン
ギ

ー
」
に
乗
れ
る
。

ヌ
ン
ザ
デ
ｒ
ン
ギ
ー
」

は
２
人
乗
り
。
料
金
は
１
艇

１
時
間
（
安
全
識
習
の
皿
分

を
含
む
）
２
０
０
０
円
。
希

望
者
は
前
日
ま
で
に
、
同
市

観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
緬
蛎
で
２
か
月
先
ま
で
予

約
が
で
き
る
。
当
日
で
も
予

約
に
空
き
が
あ
れ
ば
、
同
調

節
池
削
の
同
協
会
窓
口
（
１

時
間
剛
ま
で
）
で
申
し
込
め

る
。

「
ハ
ン
ザ
デ
ィ
ン
ギ
ー
」

は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

や
陣
蜜
者
ま
で
、
難
し
い
練

習
を
せ
ず
に
誰
で
も
簡
単
に

帆
を
操
っ
て
走
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

製
小
型
ヨ
ッ
ト
○
帆
の
操
作

も
１
本
の
ロ
ー
プ
で
で
き
、

座
臓
も
低
く
、
転
樫
し
な
い

よ
う
に
般
計
さ
れ
て
い
る
Ｃ

一
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